
R4年度　「地域生活応援会議」事後アンケート（自由記載）　　　　　　　　　（R4.7～R5.3）

普段、利用者様をご支援する中で、多職種や地域包括支援センターからアドバイス、助言などを受けたいと思われることがあれ
ば、ご記入ください。

認知症の疑いのある夫が、やっと医療に繋がって認知症と確定診断されても、妻が「本人に本当のことを言うとショックを受けるので告知しな
いでおきたい」との意向があった場合、発症より、そんなに進行せずにずっと生活している人もいますが、坂を転がるように進行してしまう人
もおり、そんな人こそ、まだ意思疎通が可能なときに、どんな治療を受けたいか、どんな生活をしたいかなどを家族で話し合っておくＡＣＰが
必要ではないかと思っていますが、家族の思いを考えると、ＡＣＰをすすめていくタイミングは難しいなと感じています。特に若年性は難しい
ですよね。最近、病院から紹介のガン末期の方でも支援レベルの人が多いので、がんの方も含めて難しいと感じている今日この頃です。特に現
在そういったケースを持ってるという訳ではありません。認知症の方を担当してACPについて考えた時にそう思いました。

今回のように地域包括支援センターや環境コーディネーターの方々からの社会資源について内容や活用に至るまでの援助に協力していただける
ことや薬剤師さんより居宅療養管理指導活用の細かなルールなどを聞かせていただけたことがありがたいです。

介護保険外の社会資源について、情報を集めるのが難しく、今回、活動内容やアプローチ方法についてご紹介頂いたが、他の方にも紹介したい
と思える内容だった。
もっと色々な地域の資源についての情報を知ることが出来る機会やツールがあるといいなと思います。

アドバイザーとして出席しましたので、参加して気づいた点について記入します。活発に挙手と質疑応答があり良いように感じましたが、出席
した包括のCMさんより「～を聞きたいと思っていました」と2.3発言がありました。今後、コメント希望シートを上手く活用すると更に満足あ
る内容になるのではと感じました。

アドバイザーのため答え方がややわかりませんが…。時には事例の写真があったら皆様の理解がより深くなるように思いました。

患者様の薬に関するご意見、質問、感想など｡

予防支援は様々な情報収集のために必要な時間と手間がかかりまだまだ、慣れません。ケアマネの普段の業務時間管理が課題で、いつも苦労し
ています。
応援会議の効果がどれだけ、地域課題として明確となりどの様に反映されているのか、地域包括ケアチームのスタッフの頑張りを桑名市の市民
の方にもわかりやすく理解されていくことを期待しています。

新しいスタイルで、不安でしたが、聞きたいことに対しての返答が得られたので、良かったと思います。

薬剤師からの意見も聞きたかった。全体的に発言時間が長いので、ケアマネの満足度も上がるといいと思う。

元々知的障害や精神疾患が疑われ、そこに認知症が相俟ってきたケースが増えてきているように思います
適切な言葉かけや距離の取り方、支援においての注意点などを専門的に助言をいただきたいです,よろしくお願いいたします

社会参加を促す際，地域資源の把握が重要と考えています（喫茶店・自治会・趣味のサークル・バス・電車・スポーツジム等）．
また、地域特性もあり,この地域は住民通しの支え合い（共助）が盛んな所もあると思います。
その為，具体的な地域資源や地域特性等をアドバイス頂けると助かると思いました。
また機会がありましたら、参加したいと思います。今後ともよろしくお願い致します。

薬剤師として分かりやすく説明したつもりですがいかがだったでしょうか？代表的な効能・副作用は皆さま存じ上げているかと思いますが、薬
の作用時間（＝薬の効能が出ているであろうと推測される時間）だったり専門家は知りえているが非専門家の方は理解が少し難しい効能・副作
用だったりの場合は、分かりやすく説明するために回りくどい説明をしたりするのが受け手の負担につながる可能性があるなぁ、と感じており
ます。この乖離をどう埋めていくか、顔の見える関係性の構築と同時に考えていかないといけないな、と思います。

認知症の方の免許返納については、移動手段等が乏しい場合等、困ったことがあります。
事故が起こる前の免許の返納等、良い説明等があれば教えていただきたいです。

クライエントと支援者の関り（担当期間、相互の信頼関係等、、、）を周知した上で、現在の出来ている支援への評価と、個々のケースの課題
は地域の支援の大切な気付きに繋がる事を念頭に置いて、実現可能な具体的な手立て（どうだったら出来るのか、実現を阻害している事は何な
のか？を支援者がどの段階迄把握できているかを確認の上で）の助言が大切であると考えます。今後とも何卒宜しくお願い申し上げます。

薬剤師からの薬効や副作用について聞きたい。宅配弁当を利用しているが飽きるとの話をよく聞く。何か工夫できる事があれば知りたい。

視点が変わりいろいろな方のご意見が伺えるので、自分にはない気付きも有るのでいいと思います。

現在と同様ですが、疾患、身体機能など状況に応じた観察の視点や予防の視点など専門職の視点からみたアドバイスをいただきたい。
病状や生活状況に応じて適切なサービス種類の選定ができるよう、柔軟な考えができるようなアドバイスをいただきたい。

サービスにつなげることなどに視点が行きがちであるが、改めて、本人、家族の思い、病気の受け止め方等、全体を俯瞰することができた。
生活の支障については、なぜそのくらい時間をかけて更衣しているのか、深く掘り下げてアセスメントする必要がある。細かい視点と、全体的
な視点と、自分が気づいていない視点に気づくことは有意義。ただ、紙面だけではあるが、実際にどういうことができると役割を持てるのか、
具体的な内容はケアマネ自身が考えないといけないので、紙面から読み取れる内容で、具体的な助言、ヒントをもらえるとよりいいと思う。
（しかしそれはアドバイザーとしても難しいのはわかる。）

介護職としてのこれまでの経験をもとに支援しています。他のCMだったらどのようなケアプランを提案されるだろうか、と日々感じています。
特に、医療職やその他専門職の方の視点で気づきの機会をいただきたいです。

①ケアマネのいない独居の人で、日常生活での支援が必要な場合の、支援を受けるための進め方について。
②要支援や要介護の介護度の違いで、受けれるサービスがどのように違うのか。


